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4.4 想定地震動による液状化の予測 

代表シナリオの各想定地震動について，堺市域における液状化発生地域の予測を行った。液状

化発生地域の予測は，以下の方法にもとづいた。 

◇ボーリングデータの簡易判定より，想定地震動による液状化 PL値を求める。 
◇予測式は新道路橋示方書の式を用いる。この予測 PL値に対する液状化の程度と発生率は，兵

庫県南部地震の検討成果をもとに設定する。 
 
図 4.4-1～図 4.4-10 に各想定地震による液状化の予測結果を示す。各図は 250m メッシュに平
均化した評価結果である。各図には，液状化発生の可能性が PL値で表示してある。大まかには，

PL値が大きいほど液状化発生の可能性が高く，液状化の程度も大きくなる。つまり，各図の結果

は以下のように見ることができる。 

液状化発生地域‥液状化発生 PL＝15を目安として，それ以上の PL値の場所では液状化が発生

する可能性が高い地域と想定される。ただし，それ以下の PL値でも液状化が

発生する場合がある。これを液状化発生率（液状化面積率）で評価したもの

が，前述の図 4.2-3である。 

液状化の程度 ‥PL値は液状化の激しさをあらわす指標でもある。各 PL値と液状化の程度の

関係は，前述の表 4.2-1のようである。 
 
なお，この予測結果については，予測に用いた液状化判定式は地震動を地表最大加速度（PGA）
で評価しているので，軟弱層が厚い地盤では表層非線形応答により地表最大速度等による地震動

レベルに比べて PGA は小さくなるため海域埋立地の一部では液状化の評価がやや過小となって
いる場所もあることに注意が必要である。 
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 図 4.4-1 想定地震による液状化予測結果 図 4.4-2 想定地震による液状化予測結果 
 【上町断層帯地震１】 【上町断層帯地震 2】 
 

  
 図 4.4-3 想定地震による液状化予測結果 図 4.4-4 想定地震による液状化予測結果 
 【上町断層帯地震 3】 【上町断層帯地震 4】 
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 図 4.4-5 想定地震による液状化予測結果 図 4.4-6 想定地震による液状化予測結果 
 【生駒断層帯地震１】 【生駒断層帯地震２】 
 

  
 図 4.4-7 想定地震による液状化予測結果 図 4.4-8 想定地震による液状化予測結果 
 【松原断層地震】 【中央構造線断層帯地震１】 
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 図 4.4-9 想定地震による液状化予測結果 図 4.4-10 想定地震による液状化予測結果 
 【中央構造線断層帯地震２】 【東南海・南海地震】 
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